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すでに沢田（1967 ）らは，日本住血吸虫虫体より，等

電点沈澱，　sephadex のgel 濾過 ，イオン交 換体を 用い

たcolumn　chromatography　 に よって分画し て得 た数

種の抗原について，赤血 球凝集反 応の抗原活性 物質を 追

究し，抗原SSCD　2　 およびSSCD　3　 に最 も強いこ とを

報告したが，今回 ，著者はこれらの分画抗原を作成 して，

補体結合反 応お よび沈降反 応の抗原活怛物 質の分布を究

明し よ うと試み，日本住血 吸虫感染 家兎 血清お よび感染

人 血清を用いて検討 し，　2，3 の知 見を得 た．

実験材料および方法

感作 血球：溶血 素5 単 位／　0．25　ml　の溶血素で感作した

羊赤血 球の2 ％ 浮遊液を使用 した．即ち，羊赤血球 の浮

遊液 の2 ％ の中にO 。25　ml溶血素単位／0．25　ml　の割合に

含 んだ ものである．

補 体：モ ルモットの心臓穿刺に よって採血し氷室に2

～3 時間放置してから分離した血 清を， ただちに1 　ml

に対し，羊血球を0 ．2　mlの割合に 加え て寒冷飽和し，

アンプルに分注後 凍結乾燥し －20 °C に 保存した．実

験に供した補 体は2 単位 ／0．25　ml　を 用いた．

抗血清：1） 感染家兎血清一家兎にCercaria　200　隻per

kg を人工的に 経皮感染 して，56 日後に 全採 血を行

って分離した血清 を凍結乾燥 して氷室（2―3°C）に 保存

した．

実験に は，　56°　C，　30 分間 加温して非働 化した後，5

倍に稀釈し，これに1 ／5量 の羊血 球を 加え て，羊血 球に

対 する異種凝集素を除去 し，20 倍稀釈液に して標準血 清

とした．使用時には常に56 °C，　10～15 分間 加温して用

いた ．

2） 感染人血清一日本住血吸虫感染者（虫卵陽性）26

名 より採血 して得た血清を混ぜ合せ，56 °C，　30 分間加

（22 ）

温して非働化した後，5 倍に稀釈して，　1／5量 の羊血球

を加えて，羊血球に対す る異種凝 集素を除去し，次に10

倍稀釈液にして標準血清とした．使用時には常に56 °C，15

分間加温して使用した．

Mg 食塩水の作成：緒方氏法により， 生理食 塩 水 にMg

イ オン200　7／ml　の割合に ふくませたものであり，

食塩（ 特級）8．59，塩化マグネシウ ム（MgCl2　・　7H20）0

．167　g　を蒸溜水　1 ，000　m1　に とい て使用した，以下MgS

と称する．

粗 抗原の抽出調 整：あ らかじめdiethyl　ether で 処置

（ －20°C　5日間）した脱脂虫体を，　0．02　M　phosphatebuffer

　（pH　7．0）に よって懸涓 し，　sonic　vibration　（10KC

，　30分間）を行い， 次に遠心沈澱（14，000　rpm，　15分

間，5 °C）して， 上 清より粗抗原SSI を得た ． こ の抗

原を氷水中でIN ―acetic　acid　を加え てpH　4 ．6に修

正し，1 時間放置 した のち更に遠 心沈 澱（14，000　rpm，15

分間，5°C）して上 清と沈澱に 分け た．上清部分は1N

―NaOH でpH　7 ．0　に 修正し， 遠 心沈 澱して沈 澱部分

を除去し，抗原ss　II　を得た ．沈 澱部分 は0 ．1　M　pho－sphate

buffer　（pH　8．0）に 浮かべ て，　sonic　vibration

（10　KC ，　5分間）を行い，溶 解し たのち，遠 心沈 澱に よ

って不溶部分を 除き抗原SP　Ill　を得た．　（Diagram　1 ）Sephadex

G－100 のgel 濾過 法に よる抗 原ss　II　の

分画精製 ：Column はsephadex　G －100　約25 　g　（2．7

×54　cm） を 使用した． 流速 は，25　ml／hr　に調 整し，fraction

collector　を用いて各試験管に5ml 宛 採取し

た．充分にbuffer で 膨潤 （0．05　M　NaCl，　0．05　Mphosphate　buffer

pH　7．0）したcolumn に 抗原ss　1125　m1　

を添加し，次いで同一buffer で溶 出した ．各溶

出液につい てFolin 法に よりprotein を，　Anthrone

法に よりcarbohydrate を測定 し，それらのoptical　den－sity

を図示した ．この溶 出像に よって抗 原SSA ，　SSB－C

を得た（Diagram　1 ，　Fig．　1）．

CM －cellulose　column　chromatography　による抗原



Diagram　1　Fractionation　of　antigen　S，　畑夕θnicum 　adult　wormsLyophilized　adult　worms

｜　 次 麗：ヅllfjtt2；l　diethylether

l　　　Centrifugation

yopt

SSI P 　＝　4，600　7／ml
Added　within
acetic　acid　and
adjusted　pH　4．6

Gel－filtration
on　sephadeχ　G100column　chromat

．

SPIII　P 　＝　2，700　7／mll

PT 　＝　1：4（P 　＝　42．5

PT ＝〔 － 〕CF

　＝ 　1：10HCF

＝1 ：4（

PT 　＝　1：4（P 　＝　42．5　7／ml）CF
　＝　1：8　（P 　＝　12．5　7／ml）HCF

＝1：2（P 　＝　50ツノm1）

）SA　P＝　1，940　7／ml
PT 　＝　（ 十）（P ＝52　7／m1）CF

　＝　1：8（P 　＝　12．5　7／ml）HCF

＝1：2（P 　＝　75　7／ml）

PT ＝（ －CF

＝1：1HCF

＝（－

DEAE　sephadex　A －50column　chromatography

P 　＝ 　2，160　7／mlPT

　＝　1：2

（P 　＝　20　7／ml ）CF

　＝　1：8

（P 　＝　25　7／ml ）HCF

　＝ 　1：1

【P 　＝　200　7／m 】）

（P 　＝　220　7／ml）
（P 　＝　52．7　7／ml）P

　＝　115　7／ml）

Gel－filtration
on　sephadeχ　G100column　chromat

．
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SSII　P －1，450　7／mI
PT －1：1（P 　＝　160　7／ml）CF

　＝　1：1　（P 　＝　30　7／ml）HCF
＝1：1（P ＝145　7／ml）
｜

（P 　＝　82　7／ml）P
＝100 ツ／m1）

（P 　＝　150　7／m1）

I
SPSC　P 　＝　300　7／ml

PT 　＝　（　―）　（P ＝　141　7／ml）CF

＝（－）（P ＝100　7／ml）HCF
　＝　（　―）　（P 　＝　150　7／ml）

SSA　P 　＝　4，600　7／ml　　　　　　SSB－C　P　＝　2，400　7／ml
ブ エ 三 言 匸

ズ ≒ 誹
尸

一 一一　　 一一一一　　　　　 一一一
｜

SSCD2

P 　＝　520　7／mlPT

　＝　1：4
（

CF
P 　＝　47　7／ml）

≒＝1：8
（P 　＝　25　7／m］）

HCF 　＝　1：1

（P 　＝　200　7／ml）

P　＝　l，440　7／m］PT
　＝　1：8

（P 　＝　18　7　／ml）CF

　＝　1：4
（P 　＝　50　7／ml）HCF

＝（－）
（P －200　7／ml）

（　）内は終末抗原蛋白濃度

PT ……沈降反応

CF ……家 兎血清に よる補体結合反 応 （標準血清IHCF

……人血 清に よる補体結合反応　（標準血清1

SSA の分画帖製：CoJ】umn はCM －cellulose約3g

（1．5×20　cm）を使用した．流速は25　ml ／hr　に調整し，3

°C の下でfraction　collector　を用いて5ml 宛採取

した．0 ．005M　phosphate　buffer　（pH　7．0）で平 衝イ匕し

たcolumn に ，同 一buffer であらかじめ透 析を行 っ

た6ml の抗原SSA を添 加した ．次に同一一buffer ，0

．07M　NaCl　（pH　7．0），　0．14M　NaC 】（pH　7．0），　0．28M

NaCl　（pH　7 ．0）お よび0 ．56M　NaCl　（pH　7．0） でstepwise

elution　を行 った ． 各溶出液の一定量につい

てFolin 法でprotein ，　Anthrone 法でcarbohydrate

を測定 した．　溶出像に よって抗原ssc　1　を得た（Dia －

｜
SSCD3

P 　＝　4，060　7／mlPT

－（ －）

（P ＝78 　7／ml）CF

　＝　1：1
（P ＝200　7 　／ml）HCF

＝（ －）
（P 　＝　200　7／ml）

｜
SSCD4

P　＝　240　Y／mlPT

＝（－）
（P ＝180 ツ／ml）CF

＝（ ―）
（P ＝100　7／ml）HCF

　＝　（－）
（P ＝200　7／ml）

20）

10）

gram　1，　Fig．　2），

DEAE －Sephadeχ　A－50　column　chromatography　に

よる抗原SSC1 の分画精製：Column はDEAE －Sepha－dex

A－50約3 　g　（1－5×18　cm）を使用した．流速は25ml

／hrに調整し，各試験管に5ml 宛採取した．　0．02Mphosphate　buffer

（pH　6．0）で平衝化したcolumn に

同一buffer で透析を行った抗原SSC1 の5ml を添加

した後，同一buffer，　0．07M　NaCl，　0．14M　NaCl　0．28M

NaCl 　0．56M　NaCl　および0 ．　IN　NaOH　で各々stepwise

elution　を行った．この溶出液の各一定量に

ついて，　Folin 法によりprotein，　Anthrone法により

（　23　）
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Fig ．　1　Gel－filtration　on　Sephadeχ　G－100column　chromatography

of　antigen

ss　II

ス

0．5
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PB ．pH　7．0
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Tube　N0．

Fig．　2　CM－cellulose　column　chromatogra－phy

of　antigen　SSA

carbohydrate を測定した ． この溶 出像に よって，5 種

の抗原SSCD　F　SSCD　I ，　SSCD　2，　SSCD　3　およびSSCD

4　を得た（Diagram　l ，　Fig．　3）．

Sephadex　G －100　ge】濾過法による抗原SP Ⅲ の分

画精製：Column はsephadex　G －100約25 　g　（2．7×54cm

）を使用した． 流速 は25　ml／hr　に調 整し，　fractioncollector

を用いて各試験管に5ml 宛採取した ． 充分buffer

で 膨潤（0．05M　NaCl，　0．05M　phosphate　bufferPH　7

．0）したcolumn に 抗原SP　111　25　m1　を添加し，

次いで同一buffer で溶出した．各溶出像 に つ い て，Folin

法によりprotein を ，　Anthrone 法によりcarbo －hydrate

を測定し ，それらのoptical　density　 を図示

した ．　こ の溶 出像に よって，抗原SPSA ，　SPSB ，およびSPSC

を 得た（Fig ．　4）．

術式：補体 結合反応は緒方氏法（標準 法）に 準じて行

（　24　）
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Fig．　3　DEAE －Sephadex　A－50　column　chro－matography

of　antigen　SSC1
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Fig ．　4　Gel－fi】tration　on　sephadex　G100　CO－lumn

chromatography　of　antigen

SP　Ill

つた．

各試験管に抗血清（標 準血清）を0 ．25　ml　宛入 れ，

ついで補体（2 単位）を0 ．25　ml　加え た．更に 各種濃

度の抗原を階段的に2 倍稀釈して0 ．25　ml　宛 加え た．

以後，4 °C に3 時間放置して反応を促進さ せたのも ，37

°C の恒温槽にて15 分間加 温し，感作血 球（溶 血系

統）を同じく0 ．25　ml　ずつ加え，37 °C の恒 温槽に30

分間放置して，直ちに結果を判定し た．

反応結果は，緒方氏（1956 ） の判定基 準に 準じ て，完

全な不溶血を〔O〕，完全 な溶血 を［3 ］とし，その間の種

々 の程度 の不完全溶血を，〔1〕，〔2〕 の如く記録した．完

全溶血の判定は，か ならず試 験管 をよくふってから行っ

た ．〔2〕は中等度溶血 （溶血は かな りお こっていて液を

すか してむ かい がわ のものがぼ んや り見え る程度） であ



る ．溶 血の程度を 観察 し，〔2〕以下 のものを陽 性とした

陽性を しめす抗原 の最 高稀釈度を もって抗 原仰 とした ．

対照に は抗 原を入 れず ，　MgS　0 ．25　ml　を入 れて完全溶

血をおこすことを確めた．

沈降反 応は抗原稀釈による重層法により行い，室温に

放 置して2 ～3 時 間めに判定し記録した．

実 験 成 績

1．　3種の抗原ss　I，　ss　II，およびSP Ⅲ につい

て

1） 抗原SSI について

感染家兎血清による補体結合反応は抗原濃度P 　＝　527

ツ／m1（P はprotein 量をあらわす）を階段稀釈して10

倍まで陽性をしめし，その終末抗原蛋白濃度はp ＝52．77

／m1であった．

感染人血清による補体結合反応は，抗原原液P 　＝　4607

／mlを2 倍階段稀釈して24 倍まで陽性であり，その終

末抗原蛋白濃度はP 　＝　115　7／mlであった．

感染家兎血清による沈降反応は，抗原蛋白濃度P ＝220

7／ml　を用いて陰性であった．

2） 抗原ss　II　について

感染家兎血清では，補体結合反応は抗原原液P ＝30ツ

／mlのみ陽性であった．

感染人血清では，抗原原液P 　＝　145　7／mlのみ陽性で

あった．

感染家兎血清による沈降反応は，抗原濃度P 　＝　160　7

／m】で陽性であった．

3） 沈澱部分である抗原SP Ⅲ について．

感染家兎血清による補体結合反応は，抗原原液P ＝100

7／m1を2 倍階段稀釈し，8 倍まで陽性で，その終

未抗原蛋白濃度はP 　＝　12．5　7／ml　であった．

感染人血清による補体結合反応は， 抗原原液P ＝1007

／m卜を2 倍階段稀釈し，2 倍まで陽性で，その終末抗

原蛋白濃度はP 　＝　50　7／ml　であった．

感染家兎血清による沈降反応は，抗原原液P 　＝　170　7yml

を2 倍階段稀釈し，4 倍まで陽性で，その終未抗原

蛋白濃度はP ＝42．5　7／m1であった．

2．　抗原SSA ，　SSB－Cについての補体結合反応およ

沈降反応

抗原ss　II　をsephadex　G－100　のge1 濾過によっ

て分画して得た抗原SSA ，およびSSB －Cについて試み

た．
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1） 抗原SSA について

感染家兎血清による補体結合反応は，抗原原液P ＝100

7／m1　を2 倍階段稀釈し，4 倍まで陽性であり，そ

の終未抗原蛋白濃度はP ＝・25　7／ml　であった．

感染人血清についての補体結合反応は，抗原原液P ＝250

7／ml　を2 倍階段稀釈し，2 倍まで陽性であり，終

未抗原蛋白濃度はP 　＝　125　7／ml　であった．

感染家兎血清についての沈降反応は，抗原原液　P＝860

7／ml　を2 倍階段稀釈し，8 倍まで陽性であり，そ

の終未抗原蛋白濃度はP 　＝　107．5　7／ml　であった．

2） 抗原SSB －Cについて

感染家兎血清についての補体結合反応は，抗原原液P

＝　188　7／m1　を2 倍階段稀釈し，4 倍まで陽性であり，

その終未抗原蛋白濃度はP ＝47　7／ml　であった．

感染人血清については，抗原原液P 　＝　240　7／mlで陰

性であった．

感染家兎血清による沈降反応は，抗原原液P 　＝　220　7

／mlで陰性であった．

3．　抗原ssc　I　について

抗原SSA を更にCM －cellulose　column　chromato－graphy

によって分画し，　0．005M　phosphate　buffer

（PH　7．0）で吸着されないで溶出される部分，抗原ssc1

についてこころみた．

感染家兎血清による補体結合反応は，抗原原液P ＝407

／m1を2 倍階段稀釈し，2 倍まで陽性であり，その終

未抗原蛋白濃度はP ＝20　7／ml　であった．

感染人血清については，抗原原液P 　＝　250　7／ml　を2

倍階段稀釈し，2 倍まで陽性でその終未抗原蛋白濃度はP

　＝　125　7／ml　であった．

感染家兎血清での沈降反応は，抗原原液P －1100　7

／m1を2 借階段稀釈し，8 倍まで陽性で，その終未抗原

蛋白濃度はP 　＝　137．5　7／mlであった．

4， 抗原SSCD Γ，　SSCD1，　SSCD2，　SSCD3　およびSSCD4

について

上記の実験結果から，　SSC1 に抗原活性を示したので，

更にDEAE －sephadex　A－50　column　chromatography

によって分画して得た5 種の抗原についても同様にここ

ろみた．

1） 抗原SSCD　I∩こついて

感染家兎血清による補体結合反応は，抗原原液P ＝200

　7／mlを2 借階段稀釈し，8 倍まで陽性で，その終

未抗原蛋白濃度はP 　＝　25　7／m1　であった．

感染人血清については，抗原原液P 　＝　200　7／ml　のみ

（　25　）
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陽性であった ．

感染家 兎血 清に よる沈降反応は， 抗 原 原液P 　＝　40　7

／mlを2 倍稀釈し，2 倍まで陽性で終未抗原蛋白濃度はP

＝20 ツ／mlであっ た．

2） 抗原SSCD　1　 について

感染家 兎血 清に よる 補体結合反応は， 抗原原液P ＝200

・y／ml を2 倍階段 稀釈し ，8 倍まで陽性で， そ の終

未抗原蛋白濃度はP 　＝　25　7／mlであ った ．

感染人血清につい ては，抗原原液P ＝200　7／ml　のみ

陽性であった ．

感染家 兎血 清に よる沈降反応は，抗 原原液P 　＝　188　7

／m］を稀 釈し，4 倍 まで陽性であ り終未抗原蛋白濃度はP

　＝　47　7／ml　であった．

3） 抗原SSCD　2　 について

感染家 兎血清について の補 体結合反応は， 抗原原液P

＝　200　7／ml　を2 倍階段稀釈し，4 倍まで陽性で，終未

抗原蛋白濃度はP ＝50　7／ml　であった．

感染人血清につい ては，抗 原原液P 　＝　200　7／ml　で陰

性であった ．

感染家 兎血清に よる沈降反 応は，抗原原液P 　＝　148　7

／mlを2 倍階段稀釈し，8 倍 まで陽性で，終未抗 原蛋白

濃度はP 　＝　18．5　7／m1　であ った ．

4） 抗原SSCD　3　 について

感染家 兎血清に よる補体結合反 応 は， 抗原原液　P ＝200

7／ml　のみ陽性 であり，感染 人血清については， 抗

原原液P 　＝　200　7／m1　で陰性であった．

感染家 兎血 清に よる沈降反 応は ， 抗 原原液　P 　＝　78　7

／ml で陰 性であった．

5） 抗 原SSCD　4　につい て

感染家 兎血 清に よる補体結合反 応 は， 抗原原液P ＝100

7／ml　で陰性であ り，感染人血清に よる沈降反 応は ，

抗原原液でP 　＝　180　7／ml陰 性であった．

感染家 兎血清に よる沈降反 応は， 抗原原液P 　＝　180　7

／ml で陰性であった．

5．　3 種の抗原SPSA ，　SPSB およびSPSC につい

ての補体結合反応お よび沈降反応

1） 抗 原SPSA について

感染家 兎血清に よる 補体結合反 応は， 抗原原液　P ＝100

7／ml　を2 倍階段 稀釈し ，8 倍まで陽性であ り， そ

の終 未抗 原蛋 白濃 度はP 　＝　12．5　7／ml　であ った．

感染人血 清につい ての補 体結合反応は ，抗原原液P ＝150

7／ml　は2 倍階 段稀釈で2 倍まで陽性であ り， そ の

終未抗原蛋 白濃度はP 　＝　75　7／ml　であった ．

（26 ）

感染家 兎血清に よる 沈降反応は ， 抗 原原液P 　＝　52ツ

ノml のみ陽 性であ った．

2） 抗原SPSB について

感染家 兎血清に ての 補体結合反応は， 抗原原液　P ＝100

7／ml　のみ陽 性であり， 感染人血清では， 抗原 原液P

　＝　150　7／ml　で陰性 であ った．

感染家 兎血 清による沈降反応は，抗原原液P 　＝　860　7

／mlを2 倍階段 稀釈し ，8 倍まで陽性であり，その終未

抗原蛋白濃度はP 　＝　107．5　7／m1　であ った．

3） 抗 原SPSC について

感染家 兎血清に よる補 体結合反 応 は， 抗原原液　P －100

7／ml　で陰性であ り， 感染人血清に ては ， 抗原 原液P

　＝　150　7／mI で陰性であった．

感染家兎血清に よる沈降反応は， 抗原原液P 　＝　114　7

／mlで陰 性であ った．

総括な らびに結語

S．　japonicumの虫 体より等電点沈 澱，　sephadex　G－100

に よるgel　 濾過，　CM 　celluloseおよびDEAE －sephadex

A－50　columnchromatography　 を順 次組合

せ，抗原 の分画 粘製を行 って赤血球凝 集反応抗 原活性物

質を追求したが，今回は，これ と平行し て，補 体結合反

応お よび沈降反応 の，抗 原活性物質を追究し た．

Diethy 】ether　で脱脂した乾燥虫体を　0 ．02M　pho －sphate

buffer　（pH　7．0） で抽出し て得た粗抗原SSI

を等電沈 澱 （pH　4 ．6） により分画して，その上清 より

抗 原ss　II ， 沈 澱より抗原SP Ⅲ を得た ．更に抗 原ss

II　をsephadex　G －100　のgel 濾過，　column　chro－matography

に より分画精製した抗 原SSA ，　SSB　Cに

つい てこころ みたところ ， 早 期に溶 出される抗原SSA

が補 体結合反 応お よび沈降反応 ともに強かった ．さらに ，CM

cellulose　column　chromatography　 に よって分画

した ところ ，　0．005M　phosphate　buffer　（pH　7．0）で吸

着さ れないで溶 出さ れる部分抗 原ssc　I　 を得たが，補

体結合反応お よび沈降反応 ともに陽性であ り，抗原sscI

の終未抗原濃度は，感染家兎血清ではP ＝20　7／ml　感

染人血清ではP ＝125　7／ml　であった． 感染家兎血清で

の沈降反応は，　P＝137．5　7／ml　であった ．

抗 原SSC1　 を更にDEAE －sephadex　A－50columnchromatography　

に よって分 画し て得 た5 種の 抗 原SSCD

1’，　SSCD　I，　SSCD　2，　SSCD　3，　およびSSCD4 に

ついて補体結合反応および沈降反応をこころみた ところ ，



抗原SSCD Γ ，　SSCD　1　お よびSSCD　2　は感染家 兎血清

（1：20）に終末抗原蛋白濃度25　7 ／ml～50　7／ml　で強い

抗原活性を認め，感染人血 清（1：10 ）ではSSCD1 ’お

よびSSCD　1　 に終 末抗 原蛋 白濃 度200 ツ／ml　で陽性を

示し最 も強かった ．

沈澱 部分 であ る抗 原SP　Ill　を，更にsephadex　G －100

に よるgel 濾過で得九分画抗 原SPSA ，　SPSB ，　SPSC

に ついて補体結合反応および沈降反応を行っ た とこ

ろ， 早 期に 溶出する抗原SPSA が補体結合反 応お よび

沈降反 応ともに最 も強か った．おくれて溶出 す る 抗 原SPSC

では神体結合反応お よび沈降反応 とも，この濃度

で の反 応は陰 性であ った．

赤血 球凝集反応 では抗原活性が上 清部分より得た抗原SSCD

2　お よびSSCD　3　に 最も強いことを報告してきた

が， 補体結合反 応お よび沈 降反応においては，早期に溶

出する側SSCD1 ’，　SSCD　1　およびSSCD　2　に 強い抗原

活性を現したが，これらの相違については沈澱部分より

得 た抗原SPSA に 強い抗原活性を現したこ とより， 反

応機 構の相違と思われる．補体結合反応および沈降反応

抗原は，等電点沈澱（PH　4 ．6）に より得たSPS　Ill　お

よびsephade χ　G＝－100　column　chromatogropby　に よ

り分画桁裝抗原SPSA が最も高い抗 原活性を現した．

擱筆にあたり，沢卜｜教授お よび武 井助手 の御懇 切な 御

指導を深謝いたし ます．

（　27　）
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COMPLEMENT　FIXATION　AND　PRFCIPITIN　TESTS　WITH　FRACTIONATED　ANTIGENS

OBTAINED　FROM　SCHISTOSOMA 卜JAPONIC び訂ADULT　WORMS

Sakae　MATSUYAMA

（Dep αrtment θy　癶z・－asitology，　SchθθXθy≒Medicim らGum 。zα

びniver琵印，八死劭心房，Gzりnma ，　Jaiりan）

The　fractionation　and　the　purification　of　antigens　were　conducted　by　gel－filtrationon　sephadex　G

－100　co】umn，　CM －（carboxymethyl ）　－cellulose　column　chromatography　andsephadex　A

－50　column　chromatography　t0　obtain　purified　antigen　and　to　study　the　substanceresponsible　for　the　complement　fi

χation　and　hemagglutination　tests．

Antigen　SP　Ill　obtained　from　the　sediment　was　more　reactive　in　both　comp】ementfi

χation　and　precipitin　tests　than　SS11　obtained　from　the　supernatant．

Antigen　SPSA　was　most　reactive　in　both　complement　fiχation　and　precipitin　testsamong　the　3　antigens　which　were　prepared　from　antigen　SP　Ill

by　gel－filtration　on　sphadeχG

－100　column　chromatography ．

Antigen　ss　II　showed　the　positive　reactions　with　rabbit　antiserum　（protein　concentration　of　the　antigen　was　30　gamma　per

ml ），　with　the　human　antisera　（protein　concen－tration

of　the　antigen　was　145　gamma　per　ml）　in　the　complement　fiχation　test．

Antigen　SSA　obtained　from　antigen　ss　II　by　gel　filtration　on　sephadex　G一100　columnchrmatography　was　more　reactive　than

SSB －C　in　both　complemnt　fixation　and　precipitintests

．

Antigen　SSC1　obtained　from　antigen　SSA　by　CM－cellulose　co】umn　chromatographywas　very　reactive　in　both　complement　fixation　and　precipitin　tests

．　With　rabbit　antiserum，the

protein　concentration　of　the　antigen　SSC1　was　20　gamma　per　ml，　with　human　antiserait　was　125　gamma　per　m

】．

The　3　antigens　SSCD1 ’，　SSCD1　and　SSCD2　were　very　reactive　in　both　comp］enmentfi

χation　and　precipitin　tests　among　the　5　antigens　which　were　obtained　from　SSC1　byDEAE

－sephadex　A－50　（diethylamino　ethyl ）　column　chromatography ・

（28 ）




